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実務家教員科目(Pro teacher course)

■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

教師としての職業観、使命感、職責の重大さを、教育実習を通して学ぶ。小学校現場を体験し、教師と児童、児童と児童の心の交流の大切さ
を理解する。初期は観察を中心とし、中期には部分実習を体験し、最後に研究授業の実践を行う。また、児童との心の交流を深める方法を学
ぶ。具体的には、教師としての児童への声かけの方法、児童への対応のタイミングを学ぶ。さらに、集団の中で児童一人一人に応じた指導の
方法を学ぶ。職務遂行上、教職員間の意志の疎通が大切なことを学び、自ら進んで意志の疎通を図ろうとする態度を育成する。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 実験・実習

授業の方法(Class
method) 授業の方法は、小学校現場における教育実習体験を通じて学ぶ。

当該科目と実務との関
係(Relationship
between cource and
practice)

小学校での9年間の実務経験を踏まえ、小学校教育実習経験や教師としてのあり方に対して、助言やアドバイス
を行う。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回

担当指導教員からの指導。（学級経営・
教科指導・特別活動・道徳教育等）と
実習観察。（実習校の教員からの指導
は実習校の事情により、順序は前後す
る。また、指導教員は例であり、この
他の場合もある。）

教育実習担当教員から教育実習ガイダンスを受ける。学校、児童、
実習についての予定等を記録をしながら注意深く聞き取る。また、
学級経営、教科指導、特別活動、道徳等の指導について学ぶ。

□

第2回 教務主任からの指導（教育課程）と実
習観察。（授業観察・授業外観察）

教務主任からの指導（教育課程）について学ぶ。教育課程は教育の
総合計画であり、学校教育目標達成のための羅針盤であることを知
る。

□

第3回 教頭からの指導（校務全般）と実習観
察。（授業観察・授業外観察）

教頭から、学校経営全般の事項を学ぶ。学校経営における校務分掌
の意味、学年主任、教科主任、体育主任、生徒指導主事、各教科主
任の働きや機能について学ぶ。

□

第4回 校長からの指導（学校経営）と実習観
察。（授業観察・授業外観察）

校長から学校経営について学ぶ。学校経営方針策定の方法、人事、
予算、施設等についての学校経営における中核的要素について学ぶ。
学校のリーダーとして何が必要であり、どのように学校を運営する
のかを学ぶ。

□

第5回 生徒指導主事（生徒指導）からの指導
と実習観察。（授業観察・授業外観察）

生徒指導主事から、生徒指導の現状や課題について学び、その解決
策について考える。地域の特色と教員の協働体制についてどのよう
に取り組むのかを学ぶ。

□

第6回 体験実習。（授業観察）
授業観察を行う。授業観察については観察項目に従い観察する。観
察後、実習生自ら指導教員からの指導を受けるため、質問項目を作
成して質問する。

□

第7回 体験実習。（授業外観察） 授業外観察を行う。前回の授業観察結果と比較し、比較結果に従い
質問する。 □

第8回 教科指導案の作成。
教科指導案の作成。教科指導案の作成においては、実習校での指導
案の形式に従い、指導教員の指導を受けながら指導案を計画的に作
成する。

□

第9回 実習授業。（教科指導）
教科に関する実習授業を行う。学習指導要領の目標・内容に即し、
到達目標を設定して授業を行う。児童の集中度が授業評価のバロメー
ターであることを知る。

□



第10回 道徳指導案あるいは特別活動指導案の
作成。

道徳あるいは特別活動の指導案の作成。道徳あるいは特別活動の指
導案の作成においては、大学で学習した指導案の形式を参考に、実
習校での指導案の形式に従い、指導教員の指導を受けながら指導案
を計画的に作成する。

□

第11回 道徳あるいは特別活動の実習授業。
道徳あるいは特別活動に関する実習授業を行う。学習指導要領の目
標・内容に即し、到達目標を設定して授業を行う。児童の集中度が
授業評価のバロメーターであることを知る。

□

第12回 実習授業の振り返り。（教科） 教科に関する授業における教育的意義をとらえ、実践力を培うため、
授業課題を明らかにし、その課題解決の方策を考える。 □

第13回 実習授業の振り返り。（道徳あるいは
特別活動）

道徳や特別活動の授業における教育的意義をとらえ、実践力を培う
ため、授業課題を明らかにし、その課題解決の方策を考える。 □

第14回 総合的な実習の振り返り。
教科指導、道徳、特別活動の指導、学校経営、学級経営、生徒指導、
安全指導、教員研修の領域から、教員としての知識、技能の修得の
大切さを理解する。

□

第15回 小学校教育実習の記録作成。
教育実習記録を完成させる。作成に当たっては、具体的な児童の発
言や指導教員の発言について記述し、それに対する自分の考えを記
述する。

□

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

・事前訪問の打合せ事項を確認する。指導案作成については、大学で学んだ指導案の形式と内容を確認する。（30分程度） ・返却された教
育実習日誌をもとに、課題を整理し、その課題解決のための方策を整理する。（30分程度）

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

提出された教育実習ノートは、確認をした上で返却する。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

　 ◆ 2018子ども発達DP1
児童の学習環境等に対して適切な観察を行うとともに、学校実務に対する補助的な
役割を担うことを通して、教育実習校の児童の実態と、これを踏まえた学校経営及
び教育活動の特色を理解することができる。

　 ◇ 2018子ども発達DP2 大学で学んだ教科や教職に関する専門的な知識・理論・技術等を、各教科や教科外
活動の指導場面で実践するための基礎を修得することができる。

　 ◇ 2018子ども発達DP3 大学で学んだ教科や教職に関する専門的な知識・理論・技術等を、各教科や教科外
活動の指導場面で実践するための基礎を修得することができる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

100%

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 文部科学省『小学校学習指導要領＜平成29年告示＞解説　総則編』東洋館出版社 978-4536590105

2 『教育実習ノート』

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 各自必要に応じて参考資料を調べる。

2

3



4

5


